
事業報告について（第１回から第９１回の概要）

1937-1945は東京帝国大学、京都帝国大学であった。
( ):中国人留学生
複数年支給者は初年度のみカウント
留学生を除く進路判明率は１７７７名中１１８７名（６６．８％）であった。

 昭和９年３月15日から昭和21年1月31日 順調な時代（昭和１６年12月に戦争が始まるまで）

昭和9年3月15日 財団法人岩垂奨学会設立

昭和15年11月25日
寄付行為変更認可
医学部を給付対象に加えた。

昭和16年12月 岩垂邦彦理事長逝去

昭和１７年2月 岩垂好徳氏が理事長就任

総資産 ５２万円（昭和９年度）、１３８万円（昭和２０年度）

現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額
３００万円以上（昭和１３年度、昭和１５年度、昭和１６年度）、２５２万円（昭和２０年度）
昭和２０年度は６１名の奨学生に給付。

昭和２１年2月１日から昭和４１年１月31日まで 苦難の時代から徐々に復調

資産運用収入が少なく奨学金事業は一時、中断。

事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の時期がありま
す。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

昭和３７年１１月
昭和37年以降、給付状況の詳細も判明。
日本メルク萬有株式会社より本会に５０万円が基本財産とし寄付された。

総資産 １５２１万円（昭和３７年度）

現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ７９．５万円（昭和３７年度）（奨学生は２７名）

昭和２２年から昭和２６年


事業報告1

		事業報告について ジギョウホウコク

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		 昭和９年３月15日から昭和21年1月31日		順調な時代（昭和１６年12月に戦争が始まるまで）

		12493		財団法人岩垂奨学会設立

		14940		寄付行為変更認可
医学部を給付対象に加えた。 キフコウイヘンコウニンカ イガクブ キュウフタイショウ クワ

		昭和16年12月 ショウワ ネン ガツ		岩垂邦彦理事長逝去 イワダレ クニヒコ リジチョウ

		昭和１７年2月		岩垂好徳氏が理事長就任

		総資産 ソウシサン		５２万円（昭和９年度）、１３８万円（昭和２０年度） マンエン ショウワ ネンド マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ゲンザイ カチ ショウガクセイ ヒトリ ヘイキン ショウガクキン シキュウ ガク		３００万円以上（昭和１３年度、昭和１５年度、昭和１６年度）、２５２万円（昭和２０年度）
昭和２０年度は６１名の奨学生に給付。 メイ

		昭和２１年2月１日から昭和４１年１月31日まで		苦難の時代から徐々に復調

		昭和２２年から昭和２６年		資産運用収入が少なく奨学金事業は一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

		昭和３７年１１月		昭和37年以降、給付状況の詳細も判明。
日本メルク萬有株式会社より本会に５０万円が基本財産とし寄付された。 ショウワ ネン イコウ キュウフジョウキョウ ショウサイ ハンメイ

		総資産 ソウシサン		１５２１万円（昭和３７年度） マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７９．５万円（昭和３７年度）（奨学生は２７名） マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和４１年２月1日から昭和５１年１月31日		財団法人の規制に対する対応

		24289		寄付行為変更認可
文部省の寄付行為のモデルに合わせて改訂。親族的運営から脱却。理事１名及びその親族、及びその他、特別関係者が理事現在数の３分の１以下。評議員を理事会で選任等、監事の選任等。
薬学部を給付対象に加えた。 キフ リジ メイ オヨ シンゾク オヨ タ トクベツ カンケイシャ リジ ゲンザイスウ フン イカ ヒョウギイン リジカイ センニン トウ カンジ センニン トウ

		昭和４５年１２月		岩垂好徳理事長逝去

		昭和４６年２月		岩垂孝一氏理事長就任

		27386		寄付行為変更認可
昭和４９年１２月２３日寄付行為変更認可
昭和４１年の変更時より更に厳格にモデルに合わせるように指導され32項目の修正をした。評議員１名及びその親族、及びその他、特別関係者が評議員現在数の３分の１以下。 ヒョウギイン ヒョウギイン

		昭和４９年９月		故岩垂亨理事及び岩垂裕子評議員の意志として萬有製薬株式（５０万株）が遺族より寄付された。（第2基本財産とした。）

		昭和５０年度		名古屋大学の理学部、工学部、医学部、薬学部に奨学金給付を開始した。

		総資産 ソウシサン		３０１４万円（昭和４１年度）、２６５３１万円（昭和５０年度） マン エン ショウワ ネンド エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１２４．７万円（昭和４１年度）（奨学生は２６名）、８４．５万円（昭和５０年度（奨学生２８名 マン エン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和５１年２月1日から平成６年1月31日 ショウワ		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		総資産 ソウシサン		２８０５８万円（昭和５８年度）、２８１６３万円（平成５年度） マン エン ショウワ ネンド マン エン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７９．７万円（昭和５８年度）（奨学生３９名）、４６．５万円（平成５年度（奨学生４６名）平成 マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ ヘイセイ

		平成６年２月1日から平成１６年1月31日		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		平成１４年１月 ガツ		岩垂孝一理事長逝去

		平成１４年２月		岩垂好正氏理事長就任

		平成１２年から平成１５年 ヘイセイ ネン ヘイセイ ネン		萬有製薬から寄付金
（５００万円、第６７回、６８回、６９回、７０回）

		総資産 ソウシサン		２９４４６万円（平成１４年度） マン エン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７７．９万円（平成１４年度）（奨学生４４名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成１６年２月1日から平成２６年1月31日		公益財団法人に移行

		38320		寄付行為変更認可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所の変更、役員と評議員の員数に関して巾をもたせ、
評議員は理事現在数の同数以上とした。評議員は役員を兼ねることはできない。 キフコウイ ヘンコウ ニンカ

				平成15年から本会の収入の８５％から９０％を占める萬有製薬の株式が親会社米国メルク社のＴＯＢのため、すべて現金化された。
そのため、本会創立以来、継続してきた、収入の配分方法が難かしくなり、新しい方式に移行した。 ヘイセイ ネン

		平成１７年２月		岩垂好正理事長逝去

		平成１７年２月		岩垂秀一理事長就任

		平成20年8月以降 ヘイセイ ネン ガツ イコウ		文部科学省の実地検査、内部規程の作成及び改訂（（公益財団法人認定への対応）
寄付行為の改訂、移行後の新理事の選任、移行後の最初の評議員の選定（評議員選定委員会） モンブ カガクショウ ジッチ ケンサ ナイブ

		40815		公益財団法人の認定書受理

		総資産 ソウシサン		2,594,98万円（平成２５年度） マンエン ヘイセイ ネン ド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７０．１万円（平成２５年度）（奨学生４８名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成２６年2月1日から令和７年２月１日		公益財団法人としての充実

		平成２７年４月 ヘイセイ ネン ガツ		HP作成 サクセイ

		42836		定款変更（損害賠償責任追加）

		平成２９年４月		本会会員に関する規程整備（コミュニティ）

		43890		定款変更（目的に研究者の功績の顕彰、事業に研究者の相互交流と共に
周年誌の編纂　　講演会の開催を追加）

		令和２年４月		岩垂奨学会創立９０週年記念事業の準備開始（準備委員会）

		令和２年４月		岩垂奨学会賞実施

		令和４年９月 ガツ		内閣府立ちり検査、事務部門担当岩垂好直執行理事、経理担当岩垂好彦執行理事 ナイカクフ タ ケンサ ジムブモン タントウ イワダレ ス ナオ シッコウ リジ ケイリ タントウ イワダレ ス ヒコ シッコウリジ

		総資産 ソウシサン		2,661,96万円（平成２６年度）、2,590,22万円（令和５年度） マンエン ヘイセイ ネンド マンエン レイワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１０１．６万円（平成２６年度（奨学生５２名）、５５万円（令和５年度）（奨学生５０名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ マン エン レイワ ネンド ショウガクセイ メイ







事業報告2

		事業報告について ジギョウホウコク		３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		事業報告 ジギョウホウコク		期間 キカン		総資産 ソウシサン		奨学金支給総額 ショウガクキン シキュウソウガク		奨学金
支給人数 ショウガクキン シキュウニンズウ		現在価値での奨学生一人の
平均奨学金支給額
 ゲンザイカチ

		第1回　		（昭和９年３月15日から昭和１０年１月３１日）		　　　510,083円　　

		第5回、第7回、第8回 ダイ カイ ダイ カイ ダイ カイ

		第12回		（昭和２０年２月1日から昭和２１年１月３１日）		1,384,315円		8.736万円 マンエン		104名 メイ		２５２万円

				昭和２２年から昭和２６年は資産運用収入が少なく奨学金事業は
一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の
時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

				昭和３７年以降、給付状況の詳細も判明						52名 メイ

		第２９回		（昭和３７年２月1日から昭和３８年１月３１日）		15,217,200円		１５2万円 マン エン				７９．5万円 マンエン

		第３３回		（昭和４１年２月1日より昭和４２年１月３１日）		30,147,904円		３08万円 マンエン		23名 メイ		１２４．７万円

		第４２回		（（昭和５０年２月1日より昭和５１年１月３１日）		265,317,324円		８２７万円 マンエン		28名 メイ		８４．５万円

		第５０回		（（昭和５８年２月1日より昭和５９年１月３１日）		280,584,195円		１６８３万円 マン エン		39名 メイ		７９．７万円

		第６０回		（平成５年２月１日から平成６年１月３１日）		281,631,259円		１６４２万円 マン エン		46名 メイ		４６．５万円

		第６９回		（平成１４年２月１日から平成１５年１月３１日）		294,46０,795円		２８１１万円		44名 メイ		７７．９万円

		第70回		（平成15年２月１日から平成16年１月３１日）		2,489,250,324円		２６９６万円 マン エン		58名 メイ		５６．７万円 マンエン

		第８１回		（平成２５年２月１日から平成２６年１月３１日）		2,594,981,027円		２８４５万円		48名 メイ		７０．１万円

		第８２回		（平成２６年２月１日から平成２７年１月３１日）		2,661,961,219円		４４８７万円		52名 メイ		１０１．６万円

		第９１回		（令和５年２月１日から令和６年１月３１日）		2,590,228,042円		２８０５万円		51名 メイ		５５万円





藤田さん



				　　大学別		東京大学		京都大学		名古屋大学		合計（名）

				奨学生年度

				1937-1945		51		32		-		83

				1962-1974		175		147		-		322

				1975-1988		222		208		101		531

				1989-2003		237		335 (79)		109		681 (79)

				2004-2008		108		111 (19)		39		258 (19)

				合計		793		833 (98)		249		1875 (98)







1937-1945

						奨学生（1937-1945）の経歴調査（全体集計表）



				東京帝国大学		京都帝国大学		合計								合計



		教育機関		26		16		42 (50.6%)						教育機関		42

		研究機関		1		1		2 (2.4%)						研究機関		2

		省庁		1				   1 (1.2%)						省庁		1

		企業		4		2		 6 (7.2%)						企業		6

		自営		2				2 (2.4%)						自営		2

		不明		17		13		30 (36.1%)						不明		30

		合計		51		32		83 (100.0%)						合計		83

		複数年支給		15		9		24						複数年支給		24



複数年支給者は、第１回目支給年度のみでカウント
昭和１２年から１６年、昭和２０年の奨学生８３名についてグーグル等で検索し、５３名の経歴に関する情報を入手した（６３．９％）。






教育機関	研究機関	省庁	企業	自営	不明	42	2	1	6	2	30	





1962-1974

						奨学生（1962-1974）の現況調査（全体集計表）



				東京大学		京都大学		合計



		教育機関		71(5)		44(4)		115(9) (35.7%)

		研究機関		15(3)		8(1)		23(4) (7.1%)

		省庁		3		4		    7 (2.2%)

		企業		20		12		 32 (9.9%)

		自営		15		23(2)		38(2) (11.8%)

		不明		51		56(1)		107(1) (33.2%)

		合計		175(8)		147(8)		322(16) (100.0%)

		複数年支給				15		15





1975-1988

								奨学生（1975-1988）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87 (1)		59		48		194(1) (36.5%)

				研究機関		19		20		8		47 (8.9%)

				省庁		4				1		   5 (1.0%)

				企業		41(1)		56		18		115(1) (21.7%)

				自営		11(1)		18		7		36(1) (6.8%)

				不明		60		55		19		134 (25.2%)

				合計		222(3)		208		101		531(3) (100.0%)

				複数年支給				6		7		13





1989-2003

										　奨学生（1989-2003）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87		58		41		186 (30.9%)

				研究機関		27		9		4		40 (6.6%)

				省庁		3		2		1		6 (1.0%)

				企業		32		90		9		131 (21.8%)

				自営		6		7		3		16 (2.7%)

				不明		82		90(1)		51		223(1) (370%)

				合計		237		256(1)		109		602(1) (100.0%)

				複数年支給				9		11		20

				留学生（集計から除外）				79				79





2004-2008

								奨学生（2004-2008）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		24		21		13		59 (24.7%)

				研究機関		9		7		1		17 (7.1%)

				省庁		3		1				4 (1.7%)

				企業		24		25		6		56 (23.4%)

				自営		2		4		1		7 (2.9%)

				不明		46		34(1)		18		96(1) (40.2%)

				合計		108		92(1)		39		239(100.0%)

				留学生(集計から除外）				19				19

				複数年支給（集計から除外）				2		1		3
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事業報告について


３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！


（第1回から第91回の概要）�


事業報告


期間




1937-1945は東京帝国大学、京都帝国大学であった。
( ):中国人留学生
複数年支給者は初年度のみカウント
留学生を除く進路判明率は１７７７名中１１８７名（６６．８％）であった。

昭和４１年２月1日から昭和５１年１月31日 財団法人の規制に対する対応

昭和41年7月1日

寄付行為変更認可
文部省の寄付行為のモデルに合わせて改訂。親族的運営から脱却。理事１名及びその
親族、及びその他、特別関係者が理事現在数の３分の１以下。評議員を理事会で選任
等、監事の選任等。
薬学部を給付対象に加えた。

昭和４５年１２月 岩垂好徳理事長逝去

昭和４６年２月 岩垂孝一氏理事長就任

昭和49年12月23日

寄付行為変更認可
昭和４９年１２月２３日寄付行為変更認可
昭和４１年の変更時より更に厳格にモデルに合わせるように指導され32項目の修正をした。
評議員１名及びその親族、及びその他、特別関係者が評議員現在数の３分の１以下。

昭和４９年９月
故岩垂亨理事及び岩垂裕子評議員の意志として萬有製薬株式（５０万株）が遺族より寄
付された。（第2基本財産とした。）

昭和５０年度 名古屋大学の理学部、工学部、医学部、薬学部に奨学金給付を開始した。

総資産 ３０１４万円（昭和４１年度）、２６５３１万円（昭和５０年度）

現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 １２４．７万円（昭和４１年度）（奨学生は２６名）、８４．５万円（昭和５０年度（奨学生２８名）

昭和５１年２月1日から平成６年1月31日 安定した運営

総資産 ２８０５８万円（昭和５８年度）、２８１６３万円（平成５年度）

現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ７９．７万円（昭和５８年度）（奨学生３９名）、４６．５万円（平成５年度（奨学生４６名）

平成６年２月1日から平成１６年1月31日 安定した運営

平成１４年１月 岩垂孝一理事長逝去

平成１４年２月 岩垂好正氏理事長就任

平成１２年から平成１５年
萬有製薬から寄付金
（５００万円、第６７回、６８回、６９回、７０回）

総資産 ２９４４６万円（平成１４年度）、2,48,925万円（平成15年度）

現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ７７．９万円（平成１４年度）（奨学生４４名）


事業報告1

		事業報告について ジギョウホウコク

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		 昭和９年３月15日から昭和21年1月31日		順調な時代（昭和１６年12月に戦争が始まるまで）

		12493		財団法人岩垂奨学会設立

		14940		寄付行為変更認可
医学部を給付対象に加えた。 キフコウイヘンコウニンカ イガクブ キュウフタイショウ クワ

		昭和16年12月 ショウワ ネン ガツ		岩垂邦彦理事長逝去 イワダレ クニヒコ リジチョウ

		昭和１７年2月		岩垂好徳氏が理事長就任

		総資産 ソウシサン		５２万円（昭和９年度）、１３８万円（昭和２０年度） マンエン ショウワ ネンド マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ゲンザイ カチ ショウガクセイ ヒトリ ヘイキン ショウガクキン シキュウ ガク		３００万円以上（昭和１３年度、昭和１５年度、昭和１６年度）、２５２万円（昭和２０年度）
昭和２０年度は１００名以上の奨学生に給付。 エンイジョウ ショウワ ネンド ショウワ ネンド ショウワ ネンド マンエン ショウワ ネンド ショウワ ネンド メイ イジョウ ショウガクセイ キュウフ

		昭和２１年2月１日から昭和４１年１月31日まで		苦難の時代から徐々に復調

		昭和２２年から昭和２６年		資産運用収入が少なく奨学金事業は一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

		昭和３７年１１月		昭和37年以降、給付状況の詳細も判明。
日本メルク萬有株式会社より本会に５０万円が基本財産とし寄付された。 ショウワ ネン イコウ キュウフジョウキョウ ショウサイ ハンメイ

		総資産 ソウシサン		１５２１万円（昭和３７年度） マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７９．５万円（昭和３７年度）（奨学生は２７名） マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和４１年２月1日から昭和５１年１月31日		財団法人の規制に対する対応

		24289		寄付行為変更認可
文部省の寄付行為のモデルに合わせて改訂。親族的運営から脱却。理事１名及びその親族、及びその他、特別関係者が理事現在数の３分の１以下。評議員を理事会で選任等、監事の選任等。
薬学部を給付対象に加えた。 キフ リジ メイ オヨ シンゾク オヨ タ トクベツ カンケイシャ リジ ゲンザイスウ フン イカ ヒョウギイン リジカイ センニン トウ カンジ センニン トウ

		昭和４５年１２月		岩垂好徳理事長逝去

		昭和４６年２月		岩垂孝一氏理事長就任

		27386		寄付行為変更認可
昭和４９年１２月２３日寄付行為変更認可
昭和４１年の変更時より更に厳格にモデルに合わせるように指導され32項目の修正をした。評議員１名及びその親族、及びその他、特別関係者が評議員現在数の３分の１以下。 ヒョウギイン ヒョウギイン

		昭和４９年９月		故岩垂亨理事及び岩垂裕子評議員の意志として萬有製薬株式（５０万株）が遺族より寄付された。（第2基本財産とした。）

		昭和５０年度		名古屋大学の理学部、工学部、医学部、薬学部に奨学金給付を開始した。

		総資産 ソウシサン		３０１４万円（昭和４１年度）、２６５３１万円（昭和５０年度） マン エン ショウワ ネンド エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１２４．７万円（昭和４１年度）（奨学生は２６名）、８４．５万円（昭和５０年度（奨学生２８名） マン エン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和５１年２月1日から平成６年1月31日 ショウワ		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		総資産 ソウシサン		２８０５８万円（昭和５８年度）、２８１６３万円（平成５年度） マン エン ショウワ ネンド マン エン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７９．７万円（昭和５８年度）（奨学生３９名）、４６．５万円（平成５年度（奨学生４６名） マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成６年２月1日から平成１６年1月31日		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		平成１４年１月 ガツ		岩垂孝一理事長逝去

		平成１４年２月		岩垂好正氏理事長就任

		平成１２年から平成１５年 ヘイセイ ネン ヘイセイ ネン		萬有製薬から寄付金
（５００万円、第６７回、６８回、６９回、７０回）

		総資産 ソウシサン		２９４４６万円（平成１４年度）、2,48,925万円（平成15年度） マン エン ヘイセイ ネンド マンエン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７７．９万円（平成１４年度）（奨学生４４名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成１６年２月1日から平成２６年1月31日		公益財団法人に移行

		38320		寄付行為変更認可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所の変更、役員と評議員の員数に関して巾をもたせ、
評議員は理事現在数の同数以上とした。評議員は役員を兼ねることはできない。 キフコウイ ヘンコウ ニンカ

				平成15年から本会の収入の８５％から９０％を占める萬有製薬の株式が親会社米国メルク社のＴＯＢのため、すべて現金化された。
そのため、本会創立以来、継続してきた、収入の配分方法が難かしくなり、新しい方式に移行した。 ヘイセイ ネン

		平成１７年２月		岩垂好正理事長逝去

		平成１７年２月		岩垂秀一理事長就任

		平成20年8月以降 ヘイセイ ネン ガツ イコウ		文部科学省の実地検査、内部規程の作成及び改訂（（公益財団法人認定への対応）
寄付行為の改訂、移行後の新理事の選任、移行後の最初の評議員の選定（評議員選定委員会） モンブ カガクショウ ジッチ ケンサ ナイブ

		40815		公益財団法人の認定書受理

		総資産 ソウシサン		2,594,98万円（平成２５年度） マンエン ヘイセイ ネン ド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７０．１万円（平成２５年度）（奨学生４８名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成２６年2月1日から令和７年２月１日		公益財団法人としての充実

		平成２７年４月 ヘイセイ ネン ガツ		HP作成 サクセイ

		42836		定款変更（損害賠償責任追加）

		平成２９年４月		本会会員に関する規程整備（コミュニティ）

		43890		定款変更（目的に研究者の功績の顕彰、事業に研究者の相互交流と共に
周年誌の編纂　　講演会の開催を追加）

		令和２年４月		岩垂奨学会創立９０週年記念事業の準備開始（準備委員会）

		令和２年４月		岩垂奨学会賞実施

		令和４年９月 ガツ		内閣府立ちり検査、事務部門担当岩垂好直執行理事、経理担当岩垂好彦執行理事 ナイカクフ タ ケンサ ジムブモン タントウ イワダレ ス ナオ シッコウ リジ ケイリ タントウ イワダレ ス ヒコ シッコウリジ

		総資産 ソウシサン		2,661,96万円（平成２６年度）、2,590,22万円（令和５年度） マンエン ヘイセイ ネンド マンエン レイワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１０１．６万円（平成２６年度（奨学生５２名）、５５万円（令和５年度）（奨学生５０名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ マン エン レイワ ネンド ショウガクセイ メイ







事業報告2

		事業報告について ジギョウホウコク		３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		事業報告 ジギョウホウコク		期間 キカン		総資産 ソウシサン		奨学金支給総額 ショウガクキン シキュウソウガク		奨学金
支給人数 ショウガクキン シキュウニンズウ		現在価値での奨学生一人の
平均奨学金支給額
 ゲンザイカチ

		第1回　		（昭和９年３月15日から昭和１０年１月３１日）		　　　510,083円　　

		第5回、第7回、第8回 ダイ カイ ダイ カイ ダイ カイ

		第12回		（昭和２０年２月1日から昭和２１年１月３１日）		1,384,315円		8.736万円 マンエン		104名 メイ		２５２万円

				昭和２２年から昭和２６年は資産運用収入が少なく奨学金事業は
一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の
時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

				昭和３７年以降、給付状況の詳細も判明						52名 メイ

		第２９回		（昭和３７年２月1日から昭和３８年１月３１日）		15,217,200円		１５2万円 マン エン				７９．5万円 マンエン

		第３３回		（昭和４１年２月1日より昭和４２年１月３１日）		30,147,904円		３08万円 マンエン		23名 メイ		１２４．７万円

		第４２回		（（昭和５０年２月1日より昭和５１年１月３１日）		265,317,324円		８２７万円 マンエン		28名 メイ		８４．５万円

		第５０回		（（昭和５８年２月1日より昭和５９年１月３１日）		280,584,195円		１６８３万円 マン エン		39名 メイ		７９．７万円

		第６０回		（平成５年２月１日から平成６年１月３１日）		281,631,259円		１６４２万円 マン エン		46名 メイ		４６．５万円

		第６９回		（平成１４年２月１日から平成１５年１月３１日）		294,46０,795円		２８１１万円		44名 メイ		７７．９万円

		第70回		（平成15年２月１日から平成16年１月３１日）		2,489,250,324円		２６９６万円 マン エン		58名 メイ		５６．７万円 マンエン

		第８１回		（平成２５年２月１日から平成２６年１月３１日）		2,594,981,027円		２８４５万円		48名 メイ		７０．１万円

		第８２回		（平成２６年２月１日から平成２７年１月３１日）		2,661,961,219円		４４８７万円		52名 メイ		１０１．６万円

		第９１回		（令和５年２月１日から令和６年１月３１日）		2,590,228,042円		２８０５万円		51名 メイ		５５万円





藤田さん



				　　大学別		東京大学		京都大学		名古屋大学		合計（名）

				奨学生年度

				1937-1945		51		32		-		83

				1962-1974		175		147		-		322

				1975-1988		222		208		101		531

				1989-2003		237		335 (79)		109		681 (79)

				2004-2008		108		111 (19)		39		258 (19)

				合計		793		833 (98)		249		1875 (98)







1937-1945

						奨学生（1937-1945）の経歴調査（全体集計表）



				東京帝国大学		京都帝国大学		合計								合計



		教育機関		26		16		42 (50.6%)						教育機関		42

		研究機関		1		1		2 (2.4%)						研究機関		2

		省庁		1				   1 (1.2%)						省庁		1

		企業		4		2		 6 (7.2%)						企業		6

		自営		2				2 (2.4%)						自営		2

		不明		17		13		30 (36.1%)						不明		30

		合計		51		32		83 (100.0%)						合計		83

		複数年支給		15		9		24						複数年支給		24



複数年支給者は、第１回目支給年度のみでカウント
昭和１２年から１６年、昭和２０年の奨学生８３名についてグーグル等で検索し、５３名の経歴に関する情報を入手した（６３．９％）。






教育機関	研究機関	省庁	企業	自営	不明	42	2	1	6	2	30	





1962-1974

						奨学生（1962-1974）の現況調査（全体集計表）



				東京大学		京都大学		合計



		教育機関		71(5)		44(4)		115(9) (35.7%)

		研究機関		15(3)		8(1)		23(4) (7.1%)

		省庁		3		4		    7 (2.2%)

		企業		20		12		 32 (9.9%)

		自営		15		23(2)		38(2) (11.8%)

		不明		51		56(1)		107(1) (33.2%)

		合計		175(8)		147(8)		322(16) (100.0%)

		複数年支給				15		15





1975-1988

								奨学生（1975-1988）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87 (1)		59		48		194(1) (36.5%)

				研究機関		19		20		8		47 (8.9%)

				省庁		4				1		   5 (1.0%)

				企業		41(1)		56		18		115(1) (21.7%)

				自営		11(1)		18		7		36(1) (6.8%)

				不明		60		55		19		134 (25.2%)

				合計		222(3)		208		101		531(3) (100.0%)

				複数年支給				6		7		13





1989-2003

										　奨学生（1989-2003）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87		58		41		186 (30.9%)

				研究機関		27		9		4		40 (6.6%)

				省庁		3		2		1		6 (1.0%)

				企業		32		90		9		131 (21.8%)

				自営		6		7		3		16 (2.7%)

				不明		82		90(1)		51		223(1) (370%)

				合計		237		256(1)		109		602(1) (100.0%)

				複数年支給				9		11		20

				留学生（集計から除外）				79				79





2004-2008

								奨学生（2004-2008）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		24		21		13		59 (24.7%)

				研究機関		9		7		1		17 (7.1%)

				省庁		3		1				4 (1.7%)

				企業		24		25		6		56 (23.4%)

				自営		2		4		1		7 (2.9%)

				不明		46		34(1)		18		96(1) (40.2%)

				合計		108		92(1)		39		239(100.0%)

				留学生(集計から除外）				19				19

				複数年支給（集計から除外）				2		1		3
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事業報告について


３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！


（第1回から第91回の概要）�


事業報告


期間




1937-1945は東京帝国大学、京都帝国大学であった。
( ):中国人留学生
複数年支給者は初年度のみカウント
留学生を除く進路判明率は１７７７名中１１８７名（６６．８％）であった。

平成１６年２月1日から平成２６年1月31日 公益財団法人に移行

寄付行為変更認可
住所の変更、役員と評議員の員数に関して巾をもたせ、
評議員は理事現在数の同数以上とした。評議員は役員を兼ねることはできない。

平成15年から本会の収入の８５％から９０％を占める萬有製薬の株式が親会社米国メルク
社のＴＯＢのため、すべて現金化された。
そのため、本会創立以来、継続してきた、収入の配分方法が難かしくなり、新しい方式に移
行した。

平成１７年２月 岩垂好正理事長逝去

平成１７年２月 岩垂秀一理事長就任

平成20年8月以降
文部科学省の実地検査、内部規程の作成及び改訂（（公益財団法人認定への対応）
寄付行為の改訂、移行後の新理事の選任、移行後の最初の評議員の選定（評議員選
定委員会）

平成23年9月29日 公益財団法人の認定書受理

総資産 2,594,98万円（平成２５年度）

現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ７０．１万円（平成２５年度）（奨学生４８名）

平成２６年2月1日から令和6年２月１日 公益財団法人としての充実

平成２７年４月 HP作成

平成29年4月11日 定款変更（損害賠償責任追加）

平成２９年４月 本会会員に関する規程整備（コミュニティ）

令和2年2月29日
定款変更（目的に研究者の功績の顕彰、事業に研究者の相互交流と共に
周年誌の編纂　　講演会の開催を追加）

令和２年４月 岩垂奨学会創立９０週年記念事業の準備開始（準備委員会）

令和２年４月 岩垂奨学会賞実施

令和４年９月 内閣府立ちり検査、事務部門担当岩垂好直執行理事、経理担当岩垂好彦執行理事

総資産 2,661,96万円（平成２６年度）、2,590,22万円（令和５年度）

現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 １０１．６万円（平成２６年度（奨学生５２名）、５５万円（令和５年度）（奨学生５０名）

平成16年11月29日


事業報告1

		事業報告について ジギョウホウコク

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		 昭和９年３月15日から昭和21年1月31日		順調な時代（昭和１６年12月に戦争が始まるまで）

		12493		財団法人岩垂奨学会設立

		14940		寄付行為変更認可
医学部を給付対象に加えた。 キフコウイヘンコウニンカ イガクブ キュウフタイショウ クワ

		昭和16年12月 ショウワ ネン ガツ		岩垂邦彦理事長逝去 イワダレ クニヒコ リジチョウ

		昭和１７年2月		岩垂好徳氏が理事長就任

		総資産 ソウシサン		５２万円（昭和９年度）、１３８万円（昭和２０年度） マンエン ショウワ ネンド マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ゲンザイ カチ ショウガクセイ ヒトリ ヘイキン ショウガクキン シキュウ ガク		３００万円以上（昭和１３年度、昭和１５年度、昭和１６年度）、２５２万円（昭和２０年度）
昭和２０年度は１００名以上の奨学生に給付。 エンイジョウ ショウワ ネンド ショウワ ネンド ショウワ ネンド マンエン ショウワ ネンド ショウワ ネンド メイ イジョウ ショウガクセイ キュウフ

		昭和２１年2月１日から昭和４１年１月31日まで		苦難の時代から徐々に復調

		昭和２２年から昭和２６年		資産運用収入が少なく奨学金事業は一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

		昭和３７年１１月		昭和37年以降、給付状況の詳細も判明。
日本メルク萬有株式会社より本会に５０万円が基本財産とし寄付された。 ショウワ ネン イコウ キュウフジョウキョウ ショウサイ ハンメイ

		総資産 ソウシサン		１５２１万円（昭和３７年度） マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７９．５万円（昭和３７年度）（奨学生は２７名） マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和４１年２月1日から昭和５１年１月31日		財団法人の規制に対する対応

		24289		寄付行為変更認可
文部省の寄付行為のモデルに合わせて改訂。親族的運営から脱却。理事１名及びその親族、及びその他、特別関係者が理事現在数の３分の１以下。評議員を理事会で選任等、監事の選任等。
薬学部を給付対象に加えた。 キフ リジ メイ オヨ シンゾク オヨ タ トクベツ カンケイシャ リジ ゲンザイスウ フン イカ ヒョウギイン リジカイ センニン トウ カンジ センニン トウ

		昭和４５年１２月		岩垂好徳理事長逝去

		昭和４６年２月		岩垂孝一氏理事長就任

		27386		寄付行為変更認可
昭和４９年１２月２３日寄付行為変更認可
昭和４１年の変更時より更に厳格にモデルに合わせるように指導され32項目の修正をした。評議員１名及びその親族、及びその他、特別関係者が評議員現在数の３分の１以下。 ヒョウギイン ヒョウギイン

		昭和４９年９月		故岩垂亨理事及び岩垂裕子評議員の意志として萬有製薬株式（５０万株）が遺族より寄付された。（第2基本財産とした。）

		昭和５０年度		名古屋大学の理学部、工学部、医学部、薬学部に奨学金給付を開始した。

		総資産 ソウシサン		３０１４万円（昭和４１年度）、２６５３１万円（昭和５０年度） マン エン ショウワ ネンド エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１２４．７万円（昭和４１年度）（奨学生は２６名）、８４．５万円（昭和５０年度（奨学生２８名） マン エン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和５１年２月1日から平成６年1月31日 ショウワ		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		総資産 ソウシサン		２８０５８万円（昭和５８年度）、２８１６３万円（平成５年度） マン エン ショウワ ネンド マン エン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７９．７万円（昭和５８年度）（奨学生３９名）、４６．５万円（平成５年度（奨学生４６名） マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成６年２月1日から平成１６年1月31日		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		平成１４年１月 ガツ		岩垂孝一理事長逝去

		平成１４年２月		岩垂好正氏理事長就任

		平成１２年から平成１５年 ヘイセイ ネン ヘイセイ ネン		萬有製薬から寄付金
（５００万円、第６７回、６８回、６９回、７０回）

		総資産 ソウシサン		２９４４６万円（平成１４年度） マン エン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７７．９万円（平成１４年度）（奨学生４４名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成１６年２月1日から平成２６年1月31日		公益財団法人に移行

		38320		寄付行為変更認可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所の変更、役員と評議員の員数に関して巾をもたせ、
評議員は理事現在数の同数以上とした。評議員は役員を兼ねることはできない。 キフコウイ ヘンコウ ニンカ

				平成15年から本会の収入の８５％から９０％を占める萬有製薬の株式が親会社米国メルク社のＴＯＢのため、すべて現金化された。
そのため、本会創立以来、継続してきた、収入の配分方法が難かしくなり、新しい方式に移行した。 ヘイセイ ネン

		平成１７年２月		岩垂好正理事長逝去

		平成１７年２月		岩垂秀一理事長就任

		平成20年8月以降 ヘイセイ ネン ガツ イコウ		文部科学省の実地検査、内部規程の作成及び改訂（（公益財団法人認定への対応）
寄付行為の改訂、移行後の新理事の選任、移行後の最初の評議員の選定（評議員選定委員会） モンブ カガクショウ ジッチ ケンサ ナイブ

		40815		公益財団法人の認定書受理

		総資産 ソウシサン		2,594,98万円（平成２５年度） マンエン ヘイセイ ネン ド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７０．１万円（平成２５年度）（奨学生４８名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成２６年2月1日から令和6年２月１日		公益財団法人としての充実

		平成２７年４月 ヘイセイ ネン ガツ		HP作成 サクセイ

		42836		定款変更（損害賠償責任追加）

		平成２９年４月		本会会員に関する規程整備（コミュニティ）

		43890		定款変更（目的に研究者の功績の顕彰、事業に研究者の相互交流と共に
周年誌の編纂　　講演会の開催を追加）

		令和２年４月		岩垂奨学会創立９０週年記念事業の準備開始（準備委員会）

		令和２年４月		岩垂奨学会賞実施

		令和４年９月 ガツ		内閣府立ちり検査、事務部門担当岩垂好直執行理事、経理担当岩垂好彦執行理事 ナイカクフ タ ケンサ ジムブモン タントウ イワダレ ス ナオ シッコウ リジ ケイリ タントウ イワダレ ス ヒコ シッコウリジ

		総資産 ソウシサン		2,661,96万円（平成２６年度）、2,590,22万円（令和５年度） マンエン ヘイセイ ネンド マンエン レイワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１０１．６万円（平成２６年度（奨学生５２名）、５５万円（令和５年度）（奨学生５０名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ マン エン レイワ ネンド ショウガクセイ メイ







事業報告2

		事業報告について ジギョウホウコク		３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		事業報告 ジギョウホウコク		期間 キカン		総資産 ソウシサン		奨学金支給総額 ショウガクキン シキュウソウガク		奨学金
支給人数 ショウガクキン シキュウニンズウ		現在価値での奨学生一人の
平均奨学金支給額
 ゲンザイカチ

		第1回　		（昭和９年３月15日から昭和１０年１月３１日）		　　　510,083円　　

		第5回、第7回、第8回 ダイ カイ ダイ カイ ダイ カイ

		第12回		（昭和２０年２月1日から昭和２１年１月３１日）		1,384,315円		8.736万円 マンエン		104名 メイ		２５２万円

				昭和２２年から昭和２６年は資産運用収入が少なく奨学金事業は
一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の
時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

				昭和３７年以降、給付状況の詳細も判明						52名 メイ

		第２９回		（昭和３７年２月1日から昭和３８年１月３１日）		15,217,200円		１５2万円 マン エン				７９．5万円 マンエン

		第３３回		（昭和４１年２月1日より昭和４２年１月３１日）		30,147,904円		３08万円 マンエン		23名 メイ		１２４．７万円

		第４２回		（（昭和５０年２月1日より昭和５１年１月３１日）		265,317,324円		８２７万円 マンエン		28名 メイ		８４．５万円

		第５０回		（（昭和５８年２月1日より昭和５９年１月３１日）		280,584,195円		１６８３万円 マン エン		39名 メイ		７９．７万円

		第６０回		（平成５年２月１日から平成６年１月３１日）		281,631,259円		１６４２万円 マン エン		46名 メイ		４６．５万円

		第６９回		（平成１４年２月１日から平成１５年１月３１日）		294,46０,795円		２８１１万円		44名 メイ		７７．９万円

		第70回		（平成15年２月１日から平成16年１月３１日）		2,489,250,324円		２６９６万円 マン エン		58名 メイ		５６．７万円 マンエン

		第８１回		（平成２５年２月１日から平成２６年１月３１日）		2,594,981,027円		２８４５万円		48名 メイ		７０．１万円

		第８２回		（平成２６年２月１日から平成２７年１月３１日）		2,661,961,219円		４４８７万円		52名 メイ		１０１．６万円

		第９１回		（令和５年２月１日から令和６年１月３１日）		2,590,228,042円		２８０５万円		51名 メイ		５５万円





藤田さん



				　　大学別		東京大学		京都大学		名古屋大学		合計（名）

				奨学生年度

				1937-1945		51		32		-		83

				1962-1974		175		147		-		322

				1975-1988		222		208		101		531

				1989-2003		237		335 (79)		109		681 (79)

				2004-2008		108		111 (19)		39		258 (19)

				合計		793		833 (98)		249		1875 (98)







1937-1945

						奨学生（1937-1945）の経歴調査（全体集計表）



				東京帝国大学		京都帝国大学		合計								合計



		教育機関		26		16		42 (50.6%)						教育機関		42

		研究機関		1		1		2 (2.4%)						研究機関		2

		省庁		1				   1 (1.2%)						省庁		1

		企業		4		2		 6 (7.2%)						企業		6

		自営		2				2 (2.4%)						自営		2

		不明		17		13		30 (36.1%)						不明		30

		合計		51		32		83 (100.0%)						合計		83

		複数年支給		15		9		24						複数年支給		24



複数年支給者は、第１回目支給年度のみでカウント
昭和１２年から１６年、昭和２０年の奨学生８３名についてグーグル等で検索し、５３名の経歴に関する情報を入手した（６３．９％）。






教育機関	研究機関	省庁	企業	自営	不明	42	2	1	6	2	30	





1962-1974

						奨学生（1962-1974）の現況調査（全体集計表）



				東京大学		京都大学		合計



		教育機関		71(5)		44(4)		115(9) (35.7%)

		研究機関		15(3)		8(1)		23(4) (7.1%)

		省庁		3		4		    7 (2.2%)

		企業		20		12		 32 (9.9%)

		自営		15		23(2)		38(2) (11.8%)

		不明		51		56(1)		107(1) (33.2%)

		合計		175(8)		147(8)		322(16) (100.0%)

		複数年支給				15		15





1975-1988

								奨学生（1975-1988）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87 (1)		59		48		194(1) (36.5%)

				研究機関		19		20		8		47 (8.9%)

				省庁		4				1		   5 (1.0%)

				企業		41(1)		56		18		115(1) (21.7%)

				自営		11(1)		18		7		36(1) (6.8%)

				不明		60		55		19		134 (25.2%)

				合計		222(3)		208		101		531(3) (100.0%)

				複数年支給				6		7		13





1989-2003

										　奨学生（1989-2003）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87		58		41		186 (30.9%)

				研究機関		27		9		4		40 (6.6%)

				省庁		3		2		1		6 (1.0%)

				企業		32		90		9		131 (21.8%)

				自営		6		7		3		16 (2.7%)

				不明		82		90(1)		51		223(1) (370%)

				合計		237		256(1)		109		602(1) (100.0%)

				複数年支給				9		11		20

				留学生（集計から除外）				79				79





2004-2008

								奨学生（2004-2008）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		24		21		13		59 (24.7%)

				研究機関		9		7		1		17 (7.1%)

				省庁		3		1				4 (1.7%)

				企業		24		25		6		56 (23.4%)

				自営		2		4		1		7 (2.9%)

				不明		46		34(1)		18		96(1) (40.2%)

				合計		108		92(1)		39		239(100.0%)

				留学生(集計から除外）				19				19

				複数年支給（集計から除外）				2		1		3
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事業報告について


３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！


（第1回から第91回の概要）�


事業報告


期間




事業報告について（第１回から第９１回の概要）

1937-1945は東京帝国大学、京都帝国大学であった。
( ):中国人留学生
複数年支給者は初年度のみカウント
留学生を除く進路判明率は１７７７名中１１８７名（６６．８％）であった。

事業報告 期間 総資産 奨学金支給総額
奨学金

支給人数

現在価値での奨学生一人の
平均奨学金支給額

第1回　 （昭和９年３月15日から昭和１０年１月３１日） 　　　510,083円　　

第5回、第7回、第8回

第12回 （昭和２０年２月1日から昭和２１年１月３１日） 1,384,315円 87,360円 ６１名 ２５２万円

昭和２２年から昭和２６年は資産運用収入が少なく奨学金事業は
一時、中断。
事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の
時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

昭和３７年以降、給付状況の詳細も判明

第２９回 （昭和３７年２月1日から昭和３８年１月３１日） 15,217,200円 １５2万円 27名 １２７万円

第３３回 （昭和４１年２月1日より昭和４２年１月３１日） 30,147,904円 ３08万円 23名 １２４．７万円

第４２回 （（昭和５０年２月1日より昭和５１年１月３１日） 265,317,324円 ８２７万円 28名 ８４．５万円

第５０回 （（昭和５８年２月1日より昭和５９年１月３１日） 280,584,195円 １６８３万円 39名 ７９．７万円

第６０回 （平成５年２月１日から平成６年１月３１日） 281,631,259円 １６４２万円 46名 ４６．５万円

第６９回 （平成１４年２月１日から平成１５年１月３１日） 294,46０,795円 ２８１１万円 44名 ７７．９万円

第70回 （平成15年２月１日から平成16年１月３１日） 2,489,250,324円 ２６９６万円 58名 ５６．７万円

第８１回 （平成２５年２月１日から平成２６年１月３１日） 2,594,981,027円 ２８４５万円 48名 ７０．１万円

第８２回 （平成２６年２月１日から平成２７年１月３１日） 2,661,961,219円 ４４８７万円 52名 １０１．６万円

第９１回 （令和５年２月１日から令和６年１月３１日） 2,590,228,042円 ２８０５万円 51名 ５５万円

３００万円以上で、
大卒新人の年収越え！


事業報告1

		事業報告について ジギョウホウコク

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		 昭和９年３月15日から昭和21年1月31日		順調な時代（昭和１６年12月に戦争が始まるまで）

		12493		財団法人岩垂奨学会設立

		14940		寄付行為変更認可
医学部を給付対象に加えた。 キフコウイヘンコウニンカ イガクブ キュウフタイショウ クワ

		昭和16年12月 ショウワ ネン ガツ		岩垂邦彦理事長逝去 イワダレ クニヒコ リジチョウ

		昭和１７年2月		岩垂好徳氏が理事長就任

		総資産 ソウシサン		５２万円（昭和９年度）、１３８万円（昭和２０年度） マンエン ショウワ ネンド マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額 ゲンザイ カチ ショウガクセイ ヒトリ ヘイキン ショウガクキン シキュウ ガク		３００万円以上（昭和１３年度、昭和１５年度、昭和１６年度）、２５２万円（昭和２０年度）
昭和２０年度は１００名以上の奨学生に給付。 エンイジョウ ショウワ ネンド ショウワ ネンド ショウワ ネンド マンエン ショウワ ネンド ショウワ ネンド メイ イジョウ ショウガクセイ キュウフ

		昭和２１年2月１日から昭和４１年１月31日まで		苦難の時代から徐々に復調

		昭和２２年から昭和２６年		資産運用収入が少なく奨学金事業は一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

		昭和３７年１１月		昭和37年以降、給付状況の詳細も判明。
日本メルク萬有株式会社より本会に５０万円が基本財産とし寄付された。 ショウワ ネン イコウ キュウフジョウキョウ ショウサイ ハンメイ

		総資産 ソウシサン		１５２１万円（昭和３７年度） マン エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１２７万円（昭和３７年度）（奨学生は２７名） マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和４１年２月1日から昭和５１年１月31日		財団法人の規制に対する対応

		24289		寄付行為変更認可
文部省の寄付行為のモデルに合わせて改訂。親族的運営から脱却。理事１名及びその親族、及びその他、特別関係者が理事現在数の３分の１以下。評議員を理事会で選任等、監事の選任等。
薬学部を給付対象に加えた。 キフ リジ メイ オヨ シンゾク オヨ タ トクベツ カンケイシャ リジ ゲンザイスウ フン イカ ヒョウギイン リジカイ センニン トウ カンジ センニン トウ

		昭和４５年１２月		岩垂好徳理事長逝去

		昭和４６年２月		岩垂孝一氏理事長就任

		27386		寄付行為変更認可
昭和４９年１２月２３日寄付行為変更認可
昭和４１年の変更時より更に厳格にモデルに合わせるように指導され32項目の修正をした。評議員１名及びその親族、及びその他、特別関係者が評議員現在数の３分の１以下。 ヒョウギイン ヒョウギイン

		昭和４９年９月		故岩垂亨理事及び岩垂裕子評議員の意志として萬有製薬株式（５０万株）が遺族より寄付された。（第2基本財産とした。）

		昭和５０年度		名古屋大学の理学部、工学部、医学部、薬学部に奨学金給付を開始した。

		総資産 ソウシサン		３０１４万円（昭和４１年度）、２６５３１万円（昭和５０年度） マン エン ショウワ ネンド エン ショウワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１２４．７万円（昭和４１年度）（奨学生は２６名）、７８．８万円（昭和５０年度（奨学生２８名 マン エン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ

		昭和５１年２月1日から平成６年1月31日 ショウワ		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		総資産 ソウシサン		２８０５８万円（昭和５８年度）、２８１６３万円（平成５年度） マン エン ショウワ ネンド マン エン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７９．７万円（昭和５８年度）（奨学生３９名）、４６．４万円（平成５年度（奨学生４６名）平成 マンエン ショウワ ネンド ショウガクセイ メイ マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ ヘイセイ

		平成６年２月1日から平成１６年1月31日		安定した運営 アンテイ ウンエイ

		平成１４年１月 ガツ		岩垂孝一理事長逝去

		平成１４年２月		岩垂好正氏理事長就任

		平成１２年から平成１５年 ヘイセイ ネン ヘイセイ ネン		萬有製薬から寄付金
（５００万円、第６７回、６８回、６９回、７０回）

		総資産 ソウシサン		２９４４６万円（平成１４年度） マン エン ヘイセイ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７７．３万円（ネイ製１４年度）（奨学生４４名） マンエン セイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成１６年２月1日から平成２６年1月31日		公益財団法人に移行

		38320		寄付行為変更認可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所の変更、役員と評議員の員数に関して巾をもたせ、
評議員は理事現在数の同数以上とした。評議員は役員を兼ねることはできない。 キフコウイ ヘンコウ ニンカ

				平成15年から本会の収入の８５％から９０％を占める萬有製薬の株式が親会社米国メルク社のＴＯＢのため、すべて現金化された。
そのため、本会創立以来、継続してきた、収入の配分方法が難かしくなり、新しい方式に移行した。 ヘイセイ ネン

		平成１７年２月		岩垂好正理事長逝去

		平成１７年２月		岩垂秀一理事長就任

		平成20年8月以降 ヘイセイ ネン ガツ イコウ		文部科学省の実地検査、内部規程の作成及び改訂（（公益財団法人認定への対応）
寄付行為の改訂、移行後の新理事の選任、移行後の最初の評議員の選定（評議員選定委員会） モンブ カガクショウ ジッチ ケンサ ナイブ

		40815		公益財団法人の認定書受理

		総資産 ソウシサン		2,594,98万円（平成２５年度） マンエン ヘイセイ ネン ド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		７０．１万円（平成２５年度）（奨学生４８名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ

		平成２６年2月1日から令和７年２月１日		公益財団法人としての充実

		平成２７年４月 ヘイセイ ネン ガツ		HP作成 サクセイ

		42836		定款変更（損害賠償責任追加）

		平成２９年４月		本会会員に関する規程整備（コミュニティ）

		43890		定款変更（目的に研究者の功績の顕彰、事業に研究者の相互交流と共に
周年誌の編纂　　講演会の開催を追加）

		令和２年４月		岩垂奨学会創立９０週年記念事業の準備開始（準備委員会）

		令和２年４月		岩垂奨学会賞実施

		令和４年９月 ガツ		内閣府立ちり検査、事務部門担当岩垂好直執行理事、経理担当岩垂好彦執行理事 ナイカクフ タ ケンサ ジムブモン タントウ イワダレ ス ナオ シッコウ リジ ケイリ タントウ イワダレ ス ヒコ シッコウリジ

		総資産 ソウシサン		2,661,96万円（平成２６年度）、2,590,22万円（令和５年度） マンエン ヘイセイ ネンド マンエン レイワ ネンド

		現在価値での奨学生一人の平均奨学金支給額		１０１．５万円（平成２６年度（奨学生５２名）、５５万ね（令和５年度）（奨学生５０名） マンエン ヘイセイ ネンド ショウガクセイ メイ マン レイワ ネンド ショウガクセイ メイ







事業報告2

		事業報告について ジギョウホウコク		３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！

		（第1回から第91回の概要） ダイ カイ ダイ カイ ガイヨウ



		事業報告 ジギョウホウコク		期間 キカン		総資産 ソウシサン		奨学金支給総額 ショウガクキン シキュウソウガク		奨学金
支給人数 ショウガクキン シキュウニンズウ		現在価値での奨学生一人の
平均奨学金支給額
 ゲンザイカチ

		第1回　		（昭和９年３月15日から昭和１０年１月３１日）		　　　510,083円　　

		第5回、第7回、第8回 ダイ カイ ダイ カイ ダイ カイ

		第12回		（昭和２０年２月1日から昭和２１年１月３１日）		1,384,315円		87,360円 エン		６１名 メイ		２５２万円

				昭和２２年から昭和２６年は資産運用収入が少なく奨学金事業は
一時、中断。

				事業報告が一部紛失しており、奨学金の給付はしておりますが詳細不明の
時期があります。（昭和21年、昭和２７年から昭和３６年）

				昭和３７年以降、給付状況の詳細も判明

		第２９回		（昭和３７年２月1日から昭和３８年１月３１日）		15,217,200円		１５2万円 マン エン		27名 メイ		１２７万円 マンエン

		第３３回		（昭和４１年２月1日より昭和４２年１月３１日）		30,147,904円		３08万円 マンエン		23名 メイ		１２４．７万円

		第４２回		（（昭和５０年２月1日より昭和５１年１月３１日）		265,317,324円		８２７万円 マンエン		28名 メイ		８４．５万円

		第５０回		（（昭和５８年２月1日より昭和５９年１月３１日）		280,584,195円		１６８３万円 マン エン		39名 メイ		７９．７万円

		第６０回		（平成５年２月１日から平成６年１月３１日）		281,631,259円		１６４２万円 マン エン		46名 メイ		４６．５万円

		第６９回		（平成１４年２月１日から平成１５年１月３１日）		294,46０,795円		２８１１万円		44名 メイ		７７．９万円

		第70回		（平成15年２月１日から平成16年１月３１日）		2,489,250,324円		２６９６万円 マン エン		58名 メイ		５６．７万円 マンエン

		第８１回		（平成２５年２月１日から平成２６年１月３１日）		2,594,981,027円		２８４５万円		48名 メイ		７０．１万円

		第８２回		（平成２６年２月１日から平成２７年１月３１日）		2,661,961,219円		４４８７万円		52名 メイ		１０１．６万円

		第９１回		（令和５年２月１日から令和６年１月３１日）		2,590,228,042円		２８０５万円		51名 メイ		５５万円





藤田さん



				　　大学別		東京大学		京都大学		名古屋大学		合計（名）

				奨学生年度

				1937-1945		51		32		-		83

				1962-1974		175		147		-		322

				1975-1988		222		208		101		531

				1989-2003		237		335 (79)		109		681 (79)

				2004-2008		108		111 (19)		39		258 (19)

				合計		793		833 (98)		249		1875 (98)







1937-1945

						奨学生（1937-1945）の経歴調査（全体集計表）



				東京帝国大学		京都帝国大学		合計



		教育機関		26		16		42 (50.6%)

		研究機関		1		1		2 (2.4%)

		省庁		1				   1 (1.2%)

		企業		4		2		 6 (7.2%)

		自営		2				2 (2.4%)

		不明		17		13		30 (36.1%)

		合計		51		32		83 (100.0%)

		複数年支給		15		9		24





1962-1974

						奨学生（1962-1974）の現況調査（全体集計表）



				東京大学		京都大学		合計



		教育機関		71(5)		44(4)		115(9) (35.7%)

		研究機関		15(3)		8(1)		23(4) (7.1%)

		省庁		3		4		    7 (2.2%)

		企業		20		12		 32 (9.9%)

		自営		15		23(2)		38(2) (11.8%)

		不明		51		56(1)		107(1) (33.2%)

		合計		175(8)		147(8)		322(16) (100.0%)

		複数年支給				15		15





1975-1988

								奨学生（1975-1988）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87 (1)		59		48		194(1) (36.5%)

				研究機関		19		20		8		47 (8.9%)

				省庁		4				1		   5 (1.0%)

				企業		41(1)		56		18		115(1) (21.7%)

				自営		11(1)		18		7		36(1) (6.8%)

				不明		60		55		19		134 (25.2%)

				合計		222(3)		208		101		531(3) (100.0%)

				複数年支給				6		7		13





1989-2003

										　奨学生（1989-2003）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		87		58		41		186 (30.9%)

				研究機関		27		9		4		40 (6.6%)

				省庁		3		2		1		6 (1.0%)

				企業		32		90		9		131 (21.8%)

				自営		6		7		3		16 (2.7%)

				不明		82		90(1)		51		223(1) (370%)

				合計		237		256(1)		109		602(1) (100.0%)

				複数年支給				9		11		20

				留学生（集計から除外）				79				79





2004-2008

								奨学生（2004-2008）の現況調査（全体集計表）



						東京大学		京都大学		名古屋大学		合計



				教育機関		24		21		13		59 (24.7%)

				研究機関		9		7		1		17 (7.1%)

				省庁		3		1				4 (1.7%)

				企業		24		25		6		56 (23.4%)

				自営		2		4		1		7 (2.9%)

				不明		46		34(1)		18		96(1) (40.2%)

				合計		108		92(1)		39		239(100.0%)

				留学生(集計から除外）				19				19

				複数年支給（集計から除外）				2		1		3
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事業報告について


３００万円をこえており、大卒新人の年収を超えております！


（第1回から第91回の概要）�


事業報告


期間


第1回　�


（昭和９年３月15日から昭和１０年１月３１日）
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